
連
合
ユ
ニ
オ
ン
神
奈
川
は
、

４
月
21
日(

金)

、
第
1
回
学

習
会
を
開
催
し
た
。
参
加
数

22
名
。

「
京
浜
工
業
地
帯
の
シ
ン
ボ

ル
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
高

炉
の
火
が
消
え
る
」
と
い
う

シ
ョ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が

聞
こ
え
て
き
た
。
連
合
神
奈

川
の
傘
下
組
織
「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
東
日
本
製
鉄
所
京
浜

地
区
」
は
、
２
０
２
３
年
９

月
を
目
途
に
高
炉
を
休
止
し
、

構
造
改
革
を
実
施
す
る
。
約

１
２
０
０
人
の
社
員
の
配
置

転
換
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
。

そ
こ
で
、
今
回
の
学
習
会
は
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
労
働
組
合
渡
部
堅
三

執
行
委
員
長
に
お
願
い
し
、

「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

国
内

最
適
生
産
体
制
の
構
築
に
向

け
た
構
造
改
革
の
実
施
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
約
1
時

間
の
講
演
を
お
願
い
し
た
。

百
年
以
上
の
歴
史
に
幕

Ｊ
Ｆ
Ｅ
「
京
浜
高
炉
」
の
火

が
消
え
る

東
日
本
製
鉄
所
京
浜
地
区

（
川
崎
市
川
崎
区
）
の
製
銑
・

製
鋼
、
熱
延
工
程
が
閉
鎖
さ

れ
る
。
百
年
を
超
す
歴
史
の

あ
る
日
本
製
鉄
の
発
祥
の
地

の
一
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
中
貿
易
摩
擦
や
中
国
勢
の

台
頭
な
ど
に
よ
る
鋼
材
需
要

減
を
受
け
て
苦
渋
の
構
造
改

革
に
踏
み
切
る
。
雇
用
の
確

保
や
約
２
５
０
万
平
方
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
跡
地
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
、
話
さ
れ
た
。

経
営
資
源
の
選
択
と
集
中

京
浜
地
区
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
に

統
合
前
の
旧
Ｎ
Ｋ
Ｋ
（
日
本

鋼
管
）
発
祥
の
地
。
１
９
３

６
年
、
最
初
の
高
炉
が
完
成

し
、
首
都
圏
初
の
銑
鋼
一
貫

製
鉄
所
と
し
て
誕
生
し
た
。

日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
一

翼
を
担
い
、
最
大
級
の
広
幅

ス
テ
ン
レ
ス
・
ク
ラ
ッ
ド
鋼

板
製
造
に
成
功
し
た
り
製
銑

工
程
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
で

き
る
原
料
の
実
験
プ
ラ
ン
ト

を
立
ち
上
げ
た
り
し
た
。

「
環
境
調
和
型
製
鉄
所
」
と

し
て
９
６
年
、
使
用
済
み
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
高
炉
原
料
化

な
ど
の
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
も
始
め
た
。
し
か
し
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
国
内

需
要
が
減
少
す
る
と
と
も
に

中
国
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ

ア
の
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の

台
頭
に
よ
り
ス
プ
レ
ッ
ド
は

悪
化
、
収
益
が
上
が
ら
な
い

状
況
が
続
い
た
。
今
後
、
現

状
の
粗
鋼
生
産
能
力
を
キ
ー

プ
し
た
ま
ま
、
内
需
の
縮
小

分
を
輸
出
で
カ
バ
ー
し
安
定

的
に
収
益
を
確
保
す
る
こ
と

は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

さ
ら
に
国
内
の
少
子
高
齢
化

の
影
響
や
設
備
過
剰
等
に
よ

る
原
料
高
・
製
品
安
の
状
況

な
ど
が
重
な
り
、
輸
出
市
場

に
お
け
る
粗
鋼
生
産
４
割
を

維
持
で
き
る
か
。
ま
た
、
国

内
鉄
鋼
需
要
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
加
え
て
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
西
日
本
製
鉄
所
倉
敷

地
区
、
福
山
地
区
出
で
そ
れ

ぞ
れ
高
炉
３
基
、
東
日
本
製

鉄
所
京
浜
地
区
、
千
葉
地
区

そ
れ
ぞ
れ
高
炉
1
基
を
休
止

し
7
基
体
制
へ
変
更
し
、
全

社
の
組
織
・
体
制
の
ス
リ
ム

化
が
行
わ
れ
た
。

労
働
組
合
の
対
応

こ
の
よ
う
な
構
造
改
革
に

よ
り
、
組
合
員
の
生
活
に
大

き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、

組
合
は
①
組
合
員
の
協
力
な

く
し
て
実
施
で
き
る
も
の
で
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は
な
い
。
②
組
合
員
の
雇
用

と
生
活
に
関
し
て
甚
大
な
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
③
労
使

間
の
対
応
と
密
接
不
可
分
で

も
あ
る
、
一
方
的
な
対
応
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
④
経

営
方
針
や
事
業
規
模
、
収
益

基
盤
等
の
見
通
し
で
あ
り
全

社
的
な
課
題
認
識
の
も
と
、

極
め
て
慎
重
に
対
応
を
進
め

る
べ
き
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

労
使
間
の
対
応
に
臨
み
、
会

社
に
誠
意
を
も
っ
て
説
明
責

任
を
果
た
す
よ
う
求
め
た
。

労
使
経
営
審
議
会
、
地
区

労
使
審
議
会
で
の
議
論
、
組

合
大
会
な
ど
経
て
、
①
構
造

改
革
の
必
要
性
を
理
解
し､

そ

の
完
遂
に
向
け
て
具
体
的
な

施
策
に
協
力
し
て
い
く
。
②

設
備
休
止
・
人
事
措
置
の
対

象
と
な
る
京
浜
地
区
の
思
い

を
組
織
全
体
で
共
有
、
一
丸

と
な
っ
て
会
社
の
再
興
に
全

力
を
挙
げ
る
と
い
う
見
解
を

見
出
し
た
。

転
勤
の
実
施
、
労
働
条
件

の
特
例
措
置

雇
用
確
保
だ
け
な
く
技
術
・

技
能
の
他
地
区
で
の
活
用
に

よ
る
「
現
場
力
強
化
」
を
目

的
に
、
転
勤
の
実
施
が
行
な

わ
れ
た
。
労
働
条
件
の
特
例

措
置
と
し
て
転
勤
す
る
現
業

系
社
員
を
対
象
に
構
造
改
革

協
力
金
や
住
宅
支
援
制
度
も

実
施
さ
れ
た
。

今
後
の
課
題

上
部
団
体
で
あ
る
基
幹
労

連
が
作
成
し
た
『
雇
用
・
合

理
化
対
策
と
企
業
再
編
に
お

け
る
組
織
防
衛
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

を
参
考
に
「
組
合
員
の
雇
用

と
生
活
を
守
る
こ
と
は
労
働

組
合
の
責
務
で
あ
る
。
誰
一

人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
確
実
に
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
京
浜
地

区
の
基
盤
づ
く
り
に
向
け
て
、

将
来
像
を
明
示
さ
せ
る
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

参
加
者
の
中
に
も
、
倒
産

や
転
勤
に
よ
り
ユ
ニ
オ
ン
へ

相
談
し
た
人
も
い
る
。
企
業

の
構
造
改
革
に
よ
る
影
響
は

大
き
い
。
我
々
に
も
参
考
に

な
る
講
義
と
な
っ
た
。

5
月
13
日
（
土
）
13
時
か

ら
17
時
ま
で
の
時
間
帯
で
今

年
第
1
回
目
の
「
ま
ち
か
ど

労
働
相
談
」
を
開
催
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
懸
念
さ

れ
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ま
た
万
全
な
感
染
予
防

対
策
を
し
て
の
開
催
と
い
う

状
況
が
続
い
て
い
た
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
位
置
付
け
が

5
月
8
日
か
ら
5
類
へ
移
行

と
な
り
、
コ
ロ
ナ
前
の
平
時

に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
の
取

り
組
み
と
な
っ
た
。

横
浜
地
域
連
合
の
皆
さ
ん

に
よ
る
チ
ラ
シ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
配
布
が
行
わ
れ
、
ユ
ニ
オ

ン
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
労
働
情

勢
や
労
働
法
を
含
む
労
働
相

談
の
実
態
が
通
行
中
の
人
々

へ
訴
え
ら
れ
た
。
神
奈
川
総

合
法
律
事
務
所
か
ら
は
青
柳

弁
護
士
に
法
律
の
専
門
家
と

し
て
参
加
い
た
だ
い
た
。

相
談
件
数
は
33
件
で
そ
の

内
訳
は
、
男
性
19
件
、
女
性

14
件
。
内
容
は
賃
金
不
払
い

（
6
件
）
、
労
働
時
間
・
有

給
休
暇
（
6
件
）
、
雇
用
契

約
、
パ
ワ
ハ
ラ
（
各
4
件
）

な
ど
幅
広
い
相
談
内
容
と
な
っ

た
。
次
回
は
6
月
17
日
（
土
）

に
開
催
す
る
。

書
記
長

成
重
恒
夫
記

４
月
29
日
（
土
）
、
か
な

が
わ
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、
４

年
ぶ
り
に
「
臨
港
パ
ー
ク
」

で
リ
ア
ル
開
催
さ
れ
た
。
晴

天
の
下
、
日
本
交
通
横
浜
戸

塚
労
組
、
神
奈
川
総
合
法
律

事
務
所
の
弁
護
士
、
個
人
組

合
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
日
頃
ユ
ニ
オ

ン
で
活
動
し
た
り
、
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
方
総
勢
26
名

が
参
加
し
た
。

仲
間
と
一
緒
に
食
べ
る
弁

当
は
お
い
し
い
。
顧
問
が
用

意
し
た
ペ
ー
パ
ー
（
メ
ー
デ
ー

の
歴
史
）
に
よ
る
学
習
も
行

な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
の
た
め
特

設
サ
イ
ト
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）
と
併

用
開
催
、
規
模
縮
小
で
は
あ
っ

た
が
、
仲
間
と
の
交
流
の
時

間
が
持
て
た
。
「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
」
「
連
合
愛
の
カ
ン

パ
」
「
タ
オ
ル
一
本
運
動
」

の
社
会
貢
献
活
動
も
行
な
わ

れ
て
い
た
。
来
年
は
規
模
も

拡
大
し
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。

副
委
員
長

鈴
木
久
志
記

2023

第
１
回
ま
ち
か
ど
労
働
相
談
開
催

メーデー参加した皆さん

第
49
回
か
な
が
わ
中
央
メ
ー
デ
ー
開
催


